
 

 
 

第 

九 

版 



 1 

改
訂
履
歴 

 

初 

版 
 
 
 
 
 

二
〇
一
八
年 

八
月
十
日 

第
二
版 

 
 
 
 
 

二
〇
一
八
年 

八
月
一
八
日 

第
三
版 

 
 
 
 
 

二
〇
一
八
年 

八
月
二
〇
日 

第
四
版 
 
 
 
 
 

二
〇
一
八
年 

九
月
五
日 

第
五
版 

 
 
 
 
 

二
〇
一
八
年 

十
月
八
日 

第
六
版 

 
 
 
 
 

二
〇
一
九
年 

一
月
三
日 

第
七
版 

 
 
 
 
 

二
〇
一
九
年 

二
月
二
十
三
日 

第
八
版 

 
 
 
 
 

二
〇
一
九
年 

三
月
十
六
日 

第
九
版 

 
 
 
 
 

二
〇
一
九
年 

四
月
五
日 

          



 2 

レ
ン
ズ
は
語
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相
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こ
れ
は
、
終
戦
の
年
、
昭
和
二
十
年
二
月
十
日
、
土
曜
日
の
午
後
の
記

録
で
あ
る
。
五
日
～
六
日
の
朝
ま
で
に
降
っ
た
雪
は
ほ
と
ん
ど
消
え
た
。

当
日
は
カ
ラ
ッ
風
が
い
つ
も
よ
り
強
い
が
、
天
気
は
上
々
で
あ
っ
た
。

午
後
一
時
頃
か
ら
空
襲
警
戒
警
報
が
鳴
り
、
二
時
二
十
五
分
に
は
、「
ブ

ォ
ー
ブ
ォ
ー
」
と
空
襲
警
報
の
断
続
音
に
変
わ
っ
た
。 

             

  

自
宅
で
農
作
業
の
用
意
を
し
て
い
た
父
、
相
場
定
利
（
当
時
二
十
四

才
）
は
、
東
の
空
に
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
Ｂ
２
９
の
編
隊
を
見
て
、

思
わ
ず
息
を
の
む
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
写
真
に
お
さ
め
て
お
こ
う
と
カ

メ
ラ
を
取
り
に
家
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
。
す
で
に
Ｂ
２
９
独
特
の
エ
ン

ジ
ン
の
唸
り
音
が
ウ
ォ
ー
ン
、
ウ
ォ
ー
ン
と
共
鳴
し
、
頭
上
を
通
過
し

て
い
る
。
急
ぎ
、
庭
に
出
る
と
同
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
。 
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こ
れ
が
、
米
軍
第
三
編
隊
の
七
機
で
あ
る
。 

 
編
隊
と
編
隊
の
間
隔
は
約
四
分
で
九
編
隊
と
推
定
さ
れ
る
。『
銀
翼
の

ア
ル
チ
ザ
ン
』（
長
島
芳
明 

著 

平
成
十
七
年 

角
川
書
店
刊
） 

こ
の
書
の
中
に
三
時
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
爆
撃
が
始
ま
り
、
四
十
分
後

に
Ｂ
２
９
は
、
去
っ
た
と
あ
る
。（
米
軍
の
報
告
書
に
は
三
十
六
分
間
と

あ
る
） 

 

三
時
五
分
よ
り
爆
撃
が
始
ま
り
三
時
四
十
分
ま
で
続
い
た
と
み
ら
れ

る
。 

Ｂ
２
９
の
編
隊
は
太
平
洋
上
で
二
部
隊
、
三
一
三
爆
撃
団
、
七
三
爆
撃

団
が
合
流
し
、
一
一
八
機
と
言
わ
れ
る
。 

こ
れ
ら
は
、
筑
波
山
上
空
よ
り
進
路
を
西
に
と
り
、
太
田
中
島
飛
行
機

工
場
を
め
ざ
し
て
西
進
す
る
。 

 

い
よ
い
よ
秋
妻
地
区
へ
の
墜
落
の
序
曲
が
始
ま
っ
て
い
た
。
日
本
側

迎
撃
部
隊
の
梅
原
三
郎
伍
長
機
は
筑
波
山
上
空
に
到
達
し
よ
う
と
し
て

い
る
。 

七
日
、
八
日
の
米
軍
偵
察
機
は
上
空
１
０
０
０
０
ｍ
で
あ
っ
た
が
、

二
月
十
日
は
強
風
（
約
１
０
０
ｍ
の
西
風
）
の
た
め
に
高
度
は
少
し
ず

つ
低
く
な
り
茨
城
県
下
館
町
上
空
あ
た
り
で
は
八
五
〇
〇
ｍ
を
切
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

搭
載
爆
弾
は
、
第
七
三
爆
撃
団
は
六
千
ポ
ン
ド
。
経
験
の
少
な
い
第

三
一
三
爆
撃
団
は
五
千
ポ
ン
ド
。
機
体
重
量
が
三
十
三
ト
ン
。
さ
す
が

に
ア
メ
リ
カ
最
新
鋭
の
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
も
あ
え
い
で
い
る
、
ス
ピ
ー

ド
が
三
五
〇
㎞
前
後
で
あ
ろ
う
か
。 

 

梅
原
伍
長
機
の
繰
り
出
す
機
銃
弾
は
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｒ 

Ｂ
Ｏ
Ｙ
の
第

四
エ
ン
ジ
ン
に
あ
た
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
梅
原
三
郎
伍
長
（
京
都
府

綾
部
出
身
）
は
筑
波
山
上
空
で
Ｂ
２
９
の
機
銃
に
よ
り
操
縦
不
能
に
な

り
、
下
館
・
大
塚
の
山
中
に
火
だ
る
ま
と
な
っ
て
墜
落
し
た
。
地
元
有

志
に
よ
り
、
現
在
の
下
館
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
地
内
に
、
彼
の
慰
霊

碑
が
お
か
れ
、
毎
月
一
日
に
は
線
香
が
た
む
け
ら
れ
て
い
る
。 

一
方
、
そ
の
頃
す
で
に
相
模
原
飛
行
場
を
発
進
し
た
倉
井
利
三
少
尉

機
も
館
林
上
空
へ
と
向
か
っ
て
い
た
が
、
９
０
０
０
ｍ
に
近
い
上
空
で
、

機
銃
は
凍
結
に
よ
り
発
射
が
可
能
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
零
下
三
十
度
と

酸
素
不
足
で
頭
の
中
は
無
音
と
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
へ
と
飛
び

込
ん
で
し
ま
う
。 

 

挺
身
隊
よ
り
贈
ら
れ
た
腰
に
つ
け
た
人
形
が
、
彼
の
人
柄
を
彷
彿
と

さ
せ
る
。
三
機
撃
墜
の
実
績
を
持
つ
倉
井
少
尉
の
顔
は
、
今
日
も
自
信

が
漲
っ
て
い
た
が
、
不
幸
に
も
何
分
か
後
に
は
栃
木
県
野
木
町
に
墜
落

す
る
こ
と
に
な
る
。 

   

さ
ら
に
吉
澤
平
吉
少
佐
は
僚
機
伴
了
三
少
尉
（
別
府
出
身
）
と
共
に
、

成
増
飛
行
場
か
ら
発
進
。
太
田
町
上
空
と
の
指
示
を
受
け
、
名
機
『
四
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式
戦
疾
風
』
は
全
開
の
ス
ピ
ー
ド
で
飛
行
す
る
。
部
下
の
伴
パ
イ
ロ
ッ

ト
は
、
吉
澤
少
佐
の
機
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
。
た
だ
一
機
と
な
っ
た

吉
澤
機
は
Ｂ
２
９
の
第
五
編
隊
に
接
近
し
、
機
銃
を
放
っ
た
。
今
ま
で

後
尾
に
付
い
て
い
た
Ｂ
２
９
は
急
上
昇
し
吉
澤
機
を
的
確
に
捉
え
て
い

た
。
数
発
の
弾
丸
は
機
体
の
尾
翼
部
分
に
あ
た
り
一
筋
の
黒
煙
を
引
く

こ
と
と
な
る
。 

（
大
泉
在
住
三
澤
盛
雄
氏
の
手
記
よ
り
）
戦
闘
機
は
煙
を
は
き
な
が
ら

も
懸
命
に
追
撃
し
Ｂ
２
９
の
上
方
前
方
に
達
し
た
と
同
時
に
反
転
し
、

巨
大
な
Ｂ
２
９
に
体
当
た
り
を
試
み
た
が
鼻
先
を
か
す
め
る
よ
う
に
落

下
し
て
い
っ
た
。
落
ち
て
い
く
途
中
に
落
下
傘
は
開
い
た
が
、
少
佐
の

体
は
抜
け
落
ち
傘
だ
け
が
血
に
染
ま
っ
て
大
泉
高
校
の
屋
根
に
引
っ
掛

か
っ
た
。（
東
京
、
吉
祥
寺
の
大
法
寺
に
慰
霊
碑
が
あ
る
。
吉
澤
少
佐
の

姉
が
建
立
。） 

        

今
は
、
訪
れ
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
平
成
三
十
年
五
月
二
十

四
日
、
新
井
勲
氏
に
よ
っ
て
、
彼
の
飛
行
帽
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
が

確
認
さ
れ
た 

高
野
和
男
元
大
泉
町
長
の
日
記
に
は
「
大
泉
農
業
高
校
の
屋
根
に
吉

澤
少
佐
の
血
染
め
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
引
っ
掛
か
り
大
泉
警
察
署
に
届

け
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
高
校
の
敷
地
内
に
は
翼
の
一
部
が
落
ち
た
（
河

上
和
吉
元
校
長
の
記
録
） 

 

Ｂ
２
９
の
機
体
は
夕
日
を
反
射
し
て
輝
き
を
増
し
て
い
た
。
チ
カ
チ

カ
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
よ
う
に
、
青
空
に
散
り
ば
め

ら
れ
た
機
体
の
数
が
だ
ん
だ
ん
多
く
な
り
、
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。
第
一
編
隊
は
十
一
機
、
第
二
編
隊
は
九
機
、
第
三
編

隊
は
七
機
、
第
四
編
隊
は
十
二
機
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
四
編

隊
の
う
ち
の
二
機
が
墜
落
す
る
が
、
第
三
編
隊
の
七
機
が
秋
妻
地
区
上

空
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
相
場
定
利
に
よ
っ
て
カ
メ
ラ
（
ベ
ビ
ー

パ
ー
ル
）
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
ら
れ
た
。 

 

時
間
は
午
後
三
時
二
十
分
頃
で
あ
る
。 

昭
和
十
二
年
製
の
カ
メ
ラ
で
は
、
高
度
八
五
〇
〇
ｍ
、
全
長
三
〇
ｍ

の
物
体
で
は
や
っ
と
飛
行
機
で
あ
る
と
判
別
で
き
る
位
で
あ
る
。 

   

吉沢少佐と血染めの航空帽 

倉井少尉     梅原伍長 
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第
四
編
隊
の
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｒ 

Ｂ
Ｏ
Ｙ 

機
体
番
号
２
２
４
８
１
５

（
以
下
、
Ｄ
Ｂ
と
表
記
す
る
）
が
エ
ン
ジ
ン
の
不
調
を
訴
え
て
い
た
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
前
を
い
く
Ｓ
Ｌ
Ｃ
Ｋ
Ｓ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｓ 

機
体

番
号
２
２
４
７
８
４
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
と
表
記
す
る
）
隊
長
機
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
。
機
は
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
、
Ｄ
Ｂ
に
近
づ
い
て
い
る
。 

 

こ
の
直
後
に
事
件
は
起
こ
る
・
・
。 

倉
井
利
三
少
尉
の
機
銃
が
火
を
噴
い
た
。 

第
四
編
隊
の
中
央
を
飛
ぶ
集
団
に
弾
は
達
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

時
の
Ｂ
２
９
の
機
体
番
号
は
８
６
７
だ
ろ
う
か
。
通
称
サ
ッ
シ
ー
ラ
ッ

シ
ー
と
呼
ぶ
。
秋
妻
の
慰
霊
祭
に
参
加
し
た
ナ
ン
シ
ー
サ
ン
プ
さ
ん
の

父
親
が
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。（
父
親
の
名
前
は
ジ
ェ
フ
さ
ん
で

あ
る
） 

館
林
上
空
よ
り
白
い
煙
を
引
き
な
が
ら
赤
城
山
の
上
空
で
編
隊
に
追

い
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
倉
井
少
尉
は
Ｂ
２
９
の
前
方
、
わ
ず
か

な
距
離
に
い
る
。
そ
し
て
急
降
下
攻
撃
で
あ
る
。（
古
河
市
大
堤
山
中
昇

氏 

手
記
）
隊
長
機
に
向
け
て
ぴ
っ
た
り
照
準
を
合
わ
せ
、
ト
リ
ガ
ー

に
力
が
入
っ
た
。 

 

し
か
し
Ｂ
２
９
の
機
銃
は
素
早
か
っ
た
。
ほ
ん
の
一
瞬
で
あ
る
。
倉

井
少
尉
の
『
疾
風
』
は
油
圧
系
統
を
貫
か
れ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
い

そ
の
ま
ま
直
進
す
る
。
操
緃
桿
は
無
反
応
、『
疾
風
』
の
右
翼
は
Ｂ
２
９

の
尾
翼
の
付
け
根
に
激
突
し
た
。
こ
の
激
突
で
紫
色
の
閃
光
が
薄
い
霧

に
つ
た
わ
り
、
機
体
よ
り
も
大
き
く
広
が
っ
た
。 

 

『
疾
風
』
の
右
翼
は
大
破
し
、
下
方
に
流
さ
れ
な
が
ら
二
回
転
し
栃

木
県
野
木
町
佐
川
野
の
畑
に
墜
落
す
る
。
接
触
し
た
Ｂ
２
９
は
Ｓ
Ｃ
で

あ
る
が
、
尾
翼
を
折
ら
れ
て
空
気
抵
抗
が
大
き
く
加
わ
り
跳
ね
上
が
る

よ
う
に
し
て
、
も
ぎ
取
ら
れ
て
し
ま
う
。 

 

機
体
は
真
っ
す
ぐ
に
下
を
向
く
、
そ
の
瞬
間
に
後
続
の
Ｄ
Ｂ
が
追
突

を
す
る
。
Ｓ
Ｃ
は
四
つ
に
分
か
れ
た
。 

 

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
は
現
在
の
バ
ン
ド
ー
化
学
と
一
本
木
の
中
ほ
ど
の
一

ツ
橋
一
四
一
五
番
地
、
エ
ン
ジ
ン
は
Ｄ
Ｂ
と
絡
ん
で
落
下
。
主
翼
の
部

分
は
秋
妻
の
田
圃
で
、
Ｄ
Ｂ
の
西
１
０
０
ｍ
。
尾
翼
は
西
風
に
あ
お
ら

れ
て
落
下
角
度
を
強
め
旭
橋
の
東
側
に
落
ち
、
そ
の
中
に
立
っ
た
ま
ま

機
銃
に
寄
り
か
か
り
、
死
亡
し
て
い
た
米
兵
は
、
髭
を
蓄
え
た
、
フ
ラ

ン
ク
・
Ｒ
・
ケ
ス
テ
ナ
ラ
軍
曹
だ
っ
た
。 

（
米
国
公
文
書
館
所
蔵 

米
軍
報
告
書
よ
り
二
月
十
一
日
の
報
告
。
十

五
時
二
十
五
分
、
高
度
２
８
０
０
０
フ
ィ
ー
ト
で
飛
行
中
、
秋
妻
へ
二

機
が
墜
落
し
た
と
、
ロ
バ
ー
ト
・
カ
リ
ッ
サ
ー
中
尉
の
報
告
書
に
あ
る
。

機
体
番
号
：
＃
４
２
‐
２
４
７
７
８ 

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ 

Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｙ
。 

同

じ
く
高
度
２
８
５
０
０
フ
ィ
ー
ト
で
飛
行
中
に
二
機
が
墜
落
し
、
目
撃

時
間
は
十
五
時
三
十
分
と
ウ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ア
リ
ス
ワ
ー
ス
中
尉
の
報

告
書
に
も
あ
る
。
機
体
番
号
：
＃
４
２
‐
２
４
８
０
２ 

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ 
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Ｃ
Ａ
Ｔ
） 

筑
波
山
上
空
よ
り
Ｄ
Ｂ
は
第
四
エ
ン
ジ
ン
か
ら
黒
い
煙
を
引
き
、
Ｓ

Ｃ
に
追
突
。
プ
ロ
ペ
ラ
は
動
い
て
る
も
の
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
は
機
能
停

止
し
て
し
ま
う
が
、
エ
ン
ジ
ン
は
全
開
状
態
で
、
失
速
、
前
進
、
後
退

を
繰
り
返
す
。（
太
田
市
上
江
田 

青
木
日
出
男
氏
証
言
）
お
互
い
を
巻

き
込
み
な
が
ら
、
木
の
葉
が
舞
う
よ
う
に
、
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
落
ち
て

行
く
。 

 

秋
妻
を
過
ぎ
よ
う
と
し
た
時
に
、
二
人
の
米
兵
が
落
下
傘
を
伸
ば
し
、

飛
び
降
り
た
。
秋
妻
の
西
方
二
〇
〇
ｍ
に
脱
出
し
た
も
の
の
高
度
が
低

く
、
落
下

傘
は
半
開

き
の
ま
ま

墜
落
死
し

た
。
風
に

あ
お
ら
れ

た
落
下
傘

が
大
き
く

は
た
め
く

光
景
は
、

戦
場
さ
な

が

ら

だ

。

（
現
、
秋
妻
在
住
白
石
悦
男
氏 

証
言
）
焼
死
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ

の
三
人
だ
け
で
あ
る
。 

 

秋
妻
を
過
ぎ
た
二
つ
の
機
体
は
柿
ノ
木
町
九
四
七
番
地
と
砂
田
九
五

九
番
地
、
一
ツ
橋
一
四
一
五
番
地
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
ほ
と

ん
ど
同
時
に
地
面
に
落
下
し
た
が
、
Ｄ
Ｂ
の
ほ
う
は
態
勢
を
立
て
直
し

て
す
べ
る
よ
う
に
着
地
し
、
機
首
を
西
か
ら
南
へ
向
き
を
か
え
た
。 

 

前
部
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
や
主
翼
の
あ
た
り
か
ら
出
火
し
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
九
四
七
番
地
は
、
飯
塚
美
知
雄
氏
（
現 

秋
妻
在
住
）
の
父

の
耕
作
地
で
あ
っ
た
が
不
発
弾
の
処
理
が
行
わ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
頃

ま
で
爆
弾
池
は
存
在
し
て
い
た
と
飯
塚
氏
の
証
言
を
い
た
だ
い
た
。 

  

九
五
九
番
地
は
、
岩
崎
和
市
氏
の
所
有
地
で
、
耕
作
を
す
る
の
に
難

儀
し
た
。 

部
品
類
が
散
乱
し
、
す
べ
て
回
収
す
る
ま
で
に
五
年
以
上
も
か
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。（
写
真
の
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
は
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
筆

者
の
母
の
実
家
で
私
が
祖
父
に
頼
み
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
残
骸
二
個
を

貰
い
現
在
ま
で
一
個
保
存
し
て
い
た
が
、
大
塚
孝
士
氏
（
中
野
在
住
）

に
譲
っ
た
。
小
さ
い
ほ
う
の
一
つ
は
今
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

 
 

 

余
談
だ
が
、
母
、
相
場
ナ
ミ
（
岩
崎
和
市
の
末
娘
）
は
、
秋
妻
橋
を

北
に
１
０
０
ｍ
の
位
置
で
、
墜
落
す
る
Ｂ
２
９
二
機
を
目
撃
し
て
い
る
。 

SLCKS CHICKS 溶解した機体の一部 

ジュラルミン 

 

 



 7 

又
、
長
島
顕
、
当
時
五
歳
（
上
尾
市
小
泉
在
住
）
は
県
駅
か
ら
母
、
晴

江
に
手
を
引
か
れ
、
背
中
に
は
妹
の
和
枝
を
お
ぶ
っ
て
、
父
の
実
家
で

あ
る
一
本
木
の
長
島
道
太
郎
家
に
向
か
う
途
中
に
、
黒
煙
を
上
げ
る
Ｂ

２
９
と
多
く
の
人
々
を
目
撃
し
て
い
る
。 

一
方
、
二
機
が
落
ち
始
め
た
後
、
相
場
定
利
は
カ
メ
ラ
を
胸
の
左
ポ

ケ
ッ
ト
に
押
し
込
み
、
妹
の
富
美
と
妹
の
ト
シ
（
ト
シ
は
平
成
三
十
年

五
月
十
四
日
に
死
亡
し
た
が
、
二
十
九
年
八
月
十
二
日
に
兄
弟
三
人
で

現
場
に
行
っ
た
と
、
新
井
勲
氏
と
大
塚
孝
士
氏
に
証
言
）
も
空
を
見
上

げ
て
、
顔
を
お
互
い
に
見
合
わ
せ
、
三
人
で
駆
け
出
し
た
。 

 

フ
ィ
ル
ム
を
確
認
し
た
ら
、
残
り
四
枚
で
あ
る
。 

と
り
あ
え
ず
北
の
方
向
へ
走
る
。
高
島
小
学
校
を
過
ぎ
、
秋
妻
橋
に
到

達
し
た
頃
に
、
煙
は
西
風
に
追
わ
れ
て
、
秋
妻
集
落
に
届
か
ん
と
し
て

い
る
。 

 
 

 

す
ぐ
に
墜
落
地
点
は
判
明
し
た
。 

足
利
県
道
を
左
に
折
れ
て
田
ん
ぼ
道
へ
と
進
ん
だ
。 

気
持
ち
ば
か
り
が
焦
り
、
必
要
以
上
に
近
づ
く
こ
と
も
で
き
な
い
。 

周
囲
の
人
々
の
視
線
を
避
け
、
カ
メ
ラ
を
腹
の
下
に
隠
し
、
作
業
衣
の

ボ
タ
ン
の
間
か
ら
レ
ン
ズ
だ
け
を
覗
か
せ
て
、
カ
メ
ラ
の
セ
ッ
ト
は
距

離
が
無
限
遠
、
絞
り
は
開
放
、
シ
ャ
ッ
タ
―
は
１
０
０
分
の
一
秒
で
あ

る
。 

指
を
動
か
し
渾
身
の
一
枚
を
墜
落
し
た
Ｂ
２
９
に
む
け
て
、
押
す
。 

二
機
の
煙
が
秋
妻
に
被
さ
る
よ
う
に
迫
っ
て
く
る
。 

煙
と
煙
の
間
に
は
金
山
の
残
雪
が
見
え
る
。 

時
折
機
銃
弾
の
炸
裂
音
が
耳
に
入
り
、
円
形
の
煙
が
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
よ

う
に
風
に
流
さ
れ
な
が
ら
た
ち
の
ぼ
る
。 

尾
翼
の
後
ろ
に
は
、
足
利
織
姫
山
の
後
方
の
山
々
が
、
そ
し
て
白
根
山

が
白
く
青
空
に
く
っ
き
り
と
映
え
る
。
さ
ら
に
指
先
に
力
を
入
れ
る
と
、

心
地
よ
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音
が
微
か
に
聞
こ
え
た
。 
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少
し
の
時
間
茫
然
と
し
て
煙
の
行
方
を
見
つ
め
て
い
た
が
、
突
然
の

大
音
響
と
共
に
、
機
体
が
四
方
八
方
に
飛
び
散
っ
た
。
カ
メ
ラ
を
握
る

手
が
震
え
て
い
る
。
機
体
の
一
部
分
が
尾
翼
の
上
方
よ
り
自
分
の
方
へ

と
向
か
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
九
番
の
写
真
で
あ
る
。 

 

横
田
進
氏
（
昭
和
七
年
生 

藤
川
在
住
）
十
三
才
の
彼
は
麦
畑
に
突

入
し
て
軍
服
姿
の
遺
体
の
近
く
で
爆
弾
の
爆
発
と
機
体
の
飛
び
散
る
光

景
を
見
て
い
る
。 

 

次
に
、
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
尾
翼
に
近
づ
い
た
。 

幸
い
に
も
人
影
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
の
で
北
側
に
ま
わ
り
こ
み
、

救
命
ボ
ー
ト
と
尾
翼
を
撮
る
。 

夕
日
が
微
か
に
水
平
尾
翼
に
影

を
落
と
し
て
い
る
。
こ
の
影
が
、

撮
影
時
間
を
探
し
出
す
指
針
と

な
り
、
証
明
に
つ
な
が
っ
た
。 

救
命
ボ
ー
ト
は
円
形
の
ラ
グ
ビ

ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
だ
。 

ま
た
も
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
。 

残
り
一
枚
、
西
に
ま
わ
り
全
体

像
を
、
と
思
い
な
が
ら
場
所
の

選
定
で
あ
る
。 

 

煙
が
東
に
伸
び
て
い
る
。
手
前
に
は
飛
び
散
っ
た
機
体
が
白
い
煙
を
吐

き
出
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
が
今
日
の
最
後
の
一
枚
で
あ
る
。
写
真
左
上
の
白
壁
の
住
宅
は

白
石
悦
男
氏
の
家
で
あ
る
。 

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
を
確
か
め
て
帰
路
に
つ
く
。 

妹
二
人
も
心
な
し
か
疲
れ
が
見
え
、
帰
る
よ
う
に
促
す
と
、
大
き
く
頷

い
た
。 

見
渡
す
と
、
夕
闇
が
迫
っ
て
い
る
。 

午
後
五
時
を
過
ぎ
た
頃
と
思
わ
れ
る
。 
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ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
埼
玉
県
熊
谷
市
か
ら
中
村
正
国
防
写
真
隊
員
が

高
島
村
役
場
に
単
車
で
到
着
し
た
。
既
に
あ
た
り
が
薄
暗
く
な
り
、
写

真
撮
影
は
無
理
で
あ
る
と
し
宿
泊
所
の
手
配
を
、
相
場
市
二
（
筆
者
の

祖
父
）
に
依
頼
。
当
時
、
役
場
に
宿
舎
は
な
い
た
め
、
応
接
室
の
ソ
フ

ァ
ー
で
休
み
、
市
二
も
同
泊
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
の
撮
っ
た
写
真
は

十
二
日
の
毎
日
新
聞
・
朝
日
新
聞
・
読
売
新
聞
の
朝
刊
に
載
っ
て
い
た
。 

               

墜
落
よ
り
一
夜
明
け
て
十
一
日
、
警
防
団
よ
り
の
召
集
で
あ
る
。 

昨
日
の
カ
メ
ラ
に
は
フ
ィ
ル
ム
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
探
し
て
み
る
と
、

少
し
大
き
め
の
カ
メ
ラ
（
ミ
ノ
ル
タ
、
オ
ー
ト
セ
ミ
）
に
残
っ
て
い
た
。 

 

警
防
団
の
チ
ョ
ッ
キ
の
胸
に
差
し
込
ん
で
朝
か
ら
の
警
備
で
あ
る
。

朝
八
時
か
ら
の
秋
妻
田
圃
は
今
日
も
寒
い
が
、
山
崎
虎
一
郎
警
防
団
長

と
木
村
清
作
村
長
の
指
示
に
よ
り
、
昼
夜
交
代
の
任
務
に
入
る
。
昨
日
、

高
島
村
に
泊
ま
っ
て
い
た
国
防
写
真
隊
員
の
中
村
正
隊
員
の
姿
も
見
え

る
。 

 
 

            

昭和 20 年 2月 12 日 毎日新聞 

高島村役場（昭和22年カスリン台風） 
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二
月
十
一
日
午
前
十
時
三
十
分
頃
に
な
っ
た
。
現
場
の
煙
は
半
分
く

ら
い
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
燃
え
続
け
て
い
る
。 

折
に
触
れ
て
昨
日
の
コ
ー
ス
と
同
じ
四
枚
の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
尾
翼
の
北
側
で
は
救
命
ボ
ー
ト
は
な
く
な
り
、
後
方
銃
士
の

防
弾
ボ
ッ
ク
ス
が
引
き
出
さ
れ
て
い
た
。 
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こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
当
時
の
社
会
情
勢
か
ら
す
る
と
、
存
在
を
ゆ
る
さ

れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
父
は
、
後
に
焼
却
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か

っ
た
は
ず
だ
が
、
結
果
と
し
て
昭
和
三
十
年
頃
フ
ィ
ル
ム
を
焼
却
す
る

こ
と
に
な
り
私
も
手
伝
っ
た
。
し
か
し
、
九
枚
の
印
画
紙
は
残
し
て
お

い
た
。 

 

こ
れ
は
悲
劇
の
印
影
で
あ
る
。 

こ
の
悲
し
い
事
実
を
記
憶
す
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。 

こ
の
場
所
で
父
は
、
あ
の
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
・
・
・
。 

私
も
、
同
じ
場
所
に
立
ち
、
七
十
三
年
前
の
あ
の
日
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

こ
の
写
真
の
記
録
が
平
和
と
平
穏
を
誓
う
原
点
に
な
る
こ
と
を
切
に
願

う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

完 

 

追
記
…
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
米
国
公
文
書
館
の
資
料
等
は

郷
土
史
研
究
家
、
新
井
勲
氏
よ
り
複
写
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
全
般
に
わ
た
り
御
指
導
を
賜
り
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

ま
た
、
秋
妻
地
区
の
皆
様
に
は
、
多
数
の
証
言
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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